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《 調査の趣旨 》 

 

 

 宗教団体は教育、医療、社会福祉のほか、多くの分野で、宗教活動と一線を画した活動を長
年にわたり展開している。さらに現代社会の多用な問題に対しどのような具体的な貢献が可能
か新たな模索が始まっており、その実践活動報告もなされている。 
 
 一方、2008 年 12 月 1 日から新しい公益法人方が施行されたが、今回の改革は、財団法人、
社団法人、中間法人を対象としたもので、宗教法人は対象となっていない。しかし、こうした
法人制度をめぐる環境が変化する中で、宗教団体を取り巻く社会状況も変化しつつある。その
中で、宗教団体による「社会貢献活動」という言葉が、近年多方面から聞こえてくるようにな
った。 
  
 これまでにも宗教団体がどのような社会的役割、社会的意味あるいは社会的機能を果たして
いるのかという考察は、宗教社会学や社会学を中心に行なわれてきたし、社会福祉の一部とし
ても研究の対象となってきた。しかしながら今回の関心は宗教団体の社会的貢献にある。 
 
 宗教団体の側からは、これまでの宗教活動を中心とした活動とは一線を画して、現代社会に
対してどのような具体的貢献が可能かという、実践的な活動報告が行なわれるようになってい
る。他方で研究者からは、宗教団体が現在までどのような社会貢献を行なってきたか、あるい
は今後どのような可能性が存在するのかを探る研究が始まっている。 
 
 本調査は、こうした状況の中で、宗教団体の行なう多様な社会活動に関する基礎資料を提供
するために「宗教団体の社会貢献活動に関する世論調査」として計画実施された。宗教団体が
行なう個々の社会活動は、どの程度認知、評価、期待されているのかを明らかにすることを目
的としている。－今回の調査は、とりわけ 2011 年の３．１１大災害の直後から、宗教者がさま
ざまに行なってきた災害支援活動に対し、社会の認知、評価の程度を測るための項目も追加し
ている。 
 
 宗教団体は、どのような社会においても必ず存在してきた。宗教団体は社会に対して大きな
影響力を持つと同時に、当該の社会から制約も受けた。両者の間には蜜月の期間もあれば、衝
突を繰り返した時期もある。現代社会において、宗教団体の社会活動がどのように一般の日本
人に捉えられているかは、時宜にかなった重要なテーマである。 
 
 本財団は、社会の多方面に重要なデータを提供することで、国際的な宗教協力を基盤とした
平和のための活動や明るい社会を作るための活動に貢献するものと考えている。 
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《 調査の概要 》 

 

 本調査は、2008 年に初めて実施された。今回は二度目の調査となる。 

 今回の調査では、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災直後から実施されてきた宗教者
や宗教団体の災害支援活動に関する認知や評価についての項目を設けた。（質問 7～9） 

 調査の概要は以下の通りである。調査の実施は社団法人中央調査社に依頼した。 

 

2012 年調査 
調査対象  全国の２０歳以上の男女 4,000 人 

抽出方法  層化３段無作為抽出法 

調査方法  調査員による個別面接調査 

調査時期  2012 年 5 月 10～19 日 

有効回答数 1,232 人（30.8％） 

調査機関  社団法人中央調査社 

 

2008 年調査 
調査対象  全国の２０歳以上の男女 4,000 人 

抽出方法  層化３段無作為抽出法 

調査方法  調査員による個別面接調査 

調査時期  2008 年 10 月 10～19 日 

有効回答数 1,233 人（30.8％） 

調査機関  社団法人中央調査社 

 

 

属性 

 
＜都市規模別＞ 

 総 数  2 1 大 都 市  そ の 他 の 都 市 郡 ･ 町 村

  2 0 1 2  1 2 3 2  3 4 3 ( 2 7 . 8 )  7 6 3 ( 6 1 . 9 ) 1 2 6 ( 1 0 . 2 ) 

   2 0 0 8  1 2 3 3  2 9 8 ( 2 4 . 2 )  8 0 9 ( 6 5 . 6 ) 1 2 6 ( 1 0 . 2 )

 

＜性別＞ 

 総 数  男  女  

  2 0 1 2  1 2 3 2  5 5 4 ( 4 5 . 0 )  6 7 8 ( 5 5 . 0 ) 

   2 0 0 8  1 2 3 3  5 7 5 ( 4 6 . 6 )  6 5 8 ( 5 3 . 4 )

 

＜年代別＞ 

  総 数     ２０代     ３０代    ４０代    ５０代    ６０代    ７０歳 以 上  

  2 0 1 2  1 2 3 2  1 5 4 ( 1 2 . 5 )  2 2 3 ( 1 8 . 1 ) 2 0 0 ( 1 6 . 2 ) 2 0 4 ( 1 6 . 6 ) 2 1 4 ( 1 7 . 4 )  2 3 7 ( 1 9 . 2 ) 

   2 0 0 8  1 2 3 3  1 2 5 ( 1 0 . 1 )  2 2 5 ( 1 8 . 2 ) 1 8 9 ( 1 5 . 3 ) 2 0 9 ( 1 7 . 0 ) 2 4 3 ( 1 9 . 7 )  2 4 2 ( 1 9 . 6 )

 

＜学歴別＞ 

 

 

 総 数    

 

( 旧 ) 小 ・高

小 ( 新 ) 中 学  

( 旧 ) 中 学  

( 新 ) 高 校  

( 旧 ) 高 専 大

 ( 新 ) 大 学

  不 明   
 

  2 0 1 2  1 2 3 2  1 7 0 ( 1 3 . 8 )  5 8 5 ( 4 7 . 5 ) 4 7 4 ( 3 8 . 5 ) 3 (  0 . 2 ) 

   2 0 0 8  1 2 3 3  1 8 4 ( 1 4 . 9 )  6 6 3 ( 5 3 . 8 ) 3 8 5 ( 3 1 . 2 ) 1 (  0 . 1 )
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《 調査の結果 》 

宗教団体の行ってきた学校教育活動、病院運営などの社会貢献活動の認知は？ 

 

 

問１ あなたは、宗教団体が、女性や子どものための学校教育活動、弱者のための病院運営などの社会貢献

活動を長い間行ってきたことを知っていますか。 
 

                                 2012 年      2008 年 

 1 知っている         ３４.６％   ３４.８％ 

 2 知らない           ６１.９％   ６０.３％ 

 3 わからない          ３.５％    ４.９％ 

 

                図１-１ 社会貢献活動の認知(2012 年) 

 

(2008 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問が唐突になることを避けるために、もっとも一般的と考えられる学校教育活動、病院活動を例に挙

げて、まず、宗教団体の行う社会貢献活動の認知について尋ねた。これらの活動は、歴史的にも実体的

にも活発に行われて現在に至っているものである。 

 調査結果は、「知っている」が３４.６パーセントと、全体の三分の一ほどであった。また「知らない」

は、約６割であった。前回 2008 年に実施の調査においてもほぼ同じ割合が示されており、日本人の間

において、宗教団体の行う社会貢献活動の認知は低いといわざるをえない。 

 日本の教育において、宗教団体、とくにキリスト教は女性や子どもの教育に大きな役割を果たしてき

た。また、宗教団体の経営する医療施設が多く存在することを考慮すると、「知っている」の３４.６パ

ーセントは、あまりに低い数値である。 

 とくに今回調査は、2011 年 3 月に東日本大震災が発生して一年ほど経った時点での調査であり、テレ

ビをはじめとしたメディアで、宗教団体の活動が少なからず取り上げられたにもかかわらずであった。

（質問 7～9 参照） 

 

   図１-２ 社会貢献活動の認知：地域別 

 地域別の社会貢献の認知は図１-２のようになった。 
 地域によって、認知度にかなりの差異が見られた。認
知度が高い地域は、阪神、近畿、九州の順となった。認
知度の低いのは東北、北陸、東海であった。 
 阪神は前回調査でも高く(45.6％)、東北(32.7％)と北
陸(6.1％)は低かった。 
 東北や北陸が低い結果となったことは予想外であっ
た。東日本大震災での宗教団体の支援活動に関しては、
テレビや新聞といったメディアだけでなく、実際の支援
活動に接する機会があったと考えられたからである。 
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       図１-３ 社会貢献活動の認知：年齢・性別 

 性別では男性(37.6％)の方が女性(32.4％)よ
りもやや高かった。 
 年齢別は、第１回調査と第２回調査でやや異
なった結果が示された（図１-３）。いわゆる働
き盛りの 40 歳代、50 歳代がピークであるが、
割合にかなりの差が見られる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図１-４ 社会貢献活動の認知：職業別 

 社会貢献を知っている認知度を職業別にみる
と図１-４のようになる。学生を除くと極端な差
は見られない。前回調査と比較しても、10 ポイ
ント以上の差が見られた項目はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-５ 社会貢献活動の認知：学歴別 

 認知と学歴との関わりを見ると、高学歴化すると
認知度が増加していることがわかる（１-５）。「(旧
制)小学校･高等小学校・(新制)中学校」と「(旧制)
高校専大学・(新制)大学」とでは１２.６ポイントの
差があった。 
 こうした調査結果は前回調査とほとんど同じで
あった。 
 

 

 

 

 調査結果を属性の観点から概観すると、宗教団体の社会貢献の認知の有無に関して重要な要素は、地
域、年齢、性、学歴である。前回調査では、職業に差異も見られが、今回調査と合わせると微妙である。 
 十分に比較可能なデータを持ち合わせていないが、全体的な傾向としては、特定の年齢や性別、職業
や学歴差によって宗教団体の社会貢献に対する認知が異なっている、というよりは、一般的な社会問題
に対して関心を持たれる程度の関心、あるいは、特に関心は払わないという無関心の表れではないかと
考えられる。 
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知っている宗教団体の社会貢献活動は？ 

 

 
問２ あなたは、ここにあげるような、宗教団体の行っている社会貢献活動の中で、知っているものがあり

ますか。この中からあてはまるものをいくつでもあげてください。（複数回答）(％) 

                                                                          2012 年    2008 年 

 1 児童の福祉の増進に関する事業（保育所、幼稚園、児童擁護施設など）   ２９.３   ３３.４ 

 2 老人の扶助を目的とした事業(養護老人ホーム、特別養護老人ホームなど)  １６.３   ２０.７ 

 3 身体障害者更生施設などの経営、身体障害者の扶助を目的とした事業      １１.８   １４.８ 

 4 婦人保護施設の経営、困難な状況に置かれた女性の扶助を目的とした事業     ９.０  １０.９ 

 5 小学校、中学校、高等学校、大学、専門学校などの教育機関の経営        ３３.３   ４０.０ 

 6 診療所、病院など医療機関の経営                                     １９.４    ２３.８ 

 7 民生委員、教誨師、篤志面接員、保護司などの活動                    １１.２    １２.２ 

 8  伝統文化、地域文化などの保存活動                                  １０.６    １１.９ 

 9  自殺防止に関わる活動                                              １１.２      ７.５ 

10  災害時のボランティア活動                                          ２１.０    １８.７ 

11  緑化、温暖化の防止など環境に関する活動                              ７.５    １０.３ 

12  海外の教育、医療等の援助活動                                       １３.０    １４.５ 

13 その他                                                               ０.２      ０.２ 

14 どれも知らない                                                     ４３.３    ３９.３ 

15 わからない                                                          ３.６      ５.０ 

 

                     図２-１ 知っている宗教団体の社会貢献活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図２-１の二本の線のうち上の線が今回 2012 年に実施した調査の結果である。2012 年の調査結果で、
もっとも知っている宗教団体の社会貢献活動は「小学校、中学校、高等学校、大学、専門学校などの教
育機関の経営」で３３.３パーセントだった。児童の福祉の増進に関する事業（保育所、幼稚園、児童
擁護施設など）も２９.３パーセントで、教育との関わりにおける活動の認知は、それなりになされて
いると考えられる。 

33.3

29.3

21

19.4

16.3

13

11.8

11.2

11.2

10.6

9

7.5

0.2

43.3

3.6

40

33.4

18.7

23.8

20.7

14.5

14.8

12.2

7.5

11.9

10.9

10.3

0.2

39.3

5

0 10 20 30 40 50

小・中・高等学校、大学、専門学校等の教育機関の経営

児童の福祉の増進に関する事業

災害時のボランティア活動

診療所、病院など医療機関の経営

老人の扶助を目的とした事業

海外の教育、医療等の援助活動

身体障害者の扶助を目的とした事業

民生委員、教誨師、篤志面接員、保護司などの活動

自殺防止に関わる活動

伝統文化、地域文化などの保存活動

困難な状況に置かれた女性の扶助を目的とした事業

緑化、温暖化の防止など環境に関する活動

その他

どれも知らない

わからない

2012年 2008年



- 6 - 

31.5

29.3

21.8

21.1

20.3

20.3

20

17.3

16.7

15.3

14.6

13.7

16.1

18.9

26.2

16.7

21.5

15.9

10.8

27.8

9.1

16.3

13.5

12.7

0 5 10 15 20 25 30 35

近畿

京浜

関東

甲信越

阪神

九州

北海道

中国

北陸

東北

四国

東海

2012年 2008年

 その他では「災害時のボランティア活動」（２１.０％）、「診療所、病院など医療機関の経営」    
（１９.４％）、「老人の扶助を目的とした事業(養護老人ホーム、特別養護老人ホームなど)」    
（１６.３％）となっている。 
 質問１で見たように、宗教団体の行う社会貢献活動の認知は、前回 2008 年の調査結果と比較してほ
とんど変わらなかった。質問２は、社会貢献活動の具体的な内容について尋ねたが、「災害時のボラン
ティア活動」「自殺防止に関わる活動」の二つを除いて、すべて数値が前回よりも減少した。「災害時

のボランティア活動」は前回よりも回答率が上がった数少ない選択肢である(21％)。また、複数回答である
にもかかわらず「どれも知らない」が増加している。 
 

 今回の調査は、2011 年に起きた東日本大震災後の、宗教団体が実施した社会貢献活動に対する評価を
考慮して実施したものなので、選択肢の「災害時のボランティア活動」について、属性との関わりをみ
ることにしたい。 
 

図２-２ 知っている宗教団体の社会貢献活動：地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２-２は、地域別に見た「災害時のボランティア活動」の認知である。2012 年に「災害時のボラン
ティア活動」を知っていると回答した者の多かった順に示したものである。調査結果からは、東日本大
震災における支援活動と認知との間に明確な関係を読み取ることができなかった。 
 認知度がもっとも高かったのは「近畿」で３１.５パーセントだった。次は「京浜」で２９.３パーセ
ント、「関東」は２１.８パーセントのだった。 
 もし「近畿」の高さを、1995 年に起きた阪神淡路大震災とその時の宗教団体による支援活動の結果と
すれば、同様の結果が他の地域にもあてはまってしかるべきである。2004 年に中越大震災を経験した新
潟県を含む「甲信越」は２１.１パーセントで、さらに、実際に多くのボランティアが広い地域に渡って
活動した「東北」はわずかに１５.３パーセントにとどまった。 
 二度目の調査を、東日本大震災前と後と考えて、変化が見られた地域を挙げると、回答率が１０ポイ
ント以上増加したのは「近畿」「京浜」「北海道」の３地域だけである。逆に「中国」は１０ポイント
以上減少している。 
 母数が必ずしも多くないので、分類が多くなると誤差の出る可能性が大きくなる。総体的には、今回
の東日本大震災における宗教団体の支援活動は、日本人が宗教団体の支援活動を知る契機には必ずしも
ならなかったのではないかと推測される。 
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宗教団体の行う社会貢献活動の評価は？ 

 

 

問３ あなたは、宗教団体が、このような社会貢献活動を行ってきたことに対してどのように考えますか。

あなたのお考えに最も近いものを１つだけ選んでください。(％) 

                                                                                 2012 年 2008 年 

 1 たいへん立派な活動で、もっと活発に行ってほしい                             １９.２ １９.１ 

 2 宗教団体がこうした活動を行うのは、宗教活動の一環として当然である            １６.３ １５.２ 

 3 宗教団体が勝手にやっていることで、やってもやらなくてもどちらでもかまわない  ２３.１ ２４.４ 

 4 宗教団体がよい評判を得ようとしてやっていることで、やめた方がいい              ６.１  ５.４ 

 5 その他                                                                        ０.６  １.２ 

 6 宗教団体がこのような社会活動を行っていたことを知らなかった                  ２４.１ ２２.５ 

 7 わからない                                                                  １０.６ １２.２ 

 

  図３-１ 宗教団体の行う社会貢献活動の評価（2012 年） 

 

（2008 年） 

 

 

 

  もっとも多い回答は「宗教団体がこのような社会活動を行っていたことを知らなかった」で２４.１パ
ーセントだった。ついで「宗教団体が勝手にやっていることで、やってもやらなくてもどちらでもかま
わない」で２３.１パーセントだった。以上のように、全体としての傾向は「無関心」である。 
 評価を、無関心派を除いて肯定的な評価と否定的な評価に分けると、「たいへん立派な活動で、もっ
と活発に行ってほしい」（１９.２％）、「宗教団体がこうした活動を行うのは、宗教活動の一環とし
て当然である」（１６.３％）という肯定的な評価が多く、宗教団体の行う社会貢献活動を宣伝と受け
止める回答は、わずかに６．１パーセントにとどまった。 
 
  図３-２ 宗教団体の行う社会貢献活動の評価：地域別  

 
 上記の肯定的な評価を地域別に示し
たのが図３-１である。この図を見ても、
東日本大震災における宗教団体による
支援活動の影響をうかがうことは困難
であることがわかる。「東北」は前回  
２９.５パーセント、今回は３１.８パー
セントで、増加といえるほどの数値とは
いえなかった。 
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期待する宗教団体の行う社会貢献活動は？ 

 

 

問４ あなたは、宗教団体が行う活動として、どのような活動を期待しますか。この中からあてはまるもの

をいくつでも選んでください。（複数回答）(％) 

                                             2012 年   2008 年      

 1 教育に関する活動                         １７.３  １８．０ 

 2 医療や福祉に関する活動                   ２９.５  ２８．１ 

 3 平和の増進に関する活動                   ３３.８  ３４．４ 

 4 海外の開発、教育、医療などの援助活動     １４.５  １２．７ 

 5  環境問題への提言や取組み                 １８.５  ２０．２ 

 6 伝統文化の保存運動                       １４.９  １３．８ 

 7 政治への積極的な参加や発言                 ４.６   ４．３ 

 8 その他                          ０.３   ０．２ 

 9 期待する活動はない                       ３０.５  ３３．３ 

10 わからない                                ９.４  １１．３ 

 

                        図４ 期待する宗教団体の行う社会貢献活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グラフの上の線が今回の 2012 年の調査、下の線が前回の 2008 年の調査である。 
  もっとも期待する宗教団体が行う社会貢献活動は「平和の増進に関する活動」で３３.８パーセント
であった。次は「医療や福祉に関する活動」で２９.５パーセントだった。他の選択肢は２割にたっし
なかった。他方で「期待する活動はない」が３割を超えた。 
 前回調査と比較すると、調査結果がほとんど変わっていないことがわかる。調査結果は、現代におい
て、日本人は宗教団体の社会貢献運動にこの程度しか期待していないと考えた方が実情に近いと思われ
る。 
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宗教団体の行う平和活動の評価は？ 

 

 

問５ 多くの宗教団体は、比叡山宗教サミットや世界宗教者会議（WCRP）などを定期的に開催して、世界平

和について意見交換をしています。あなたは、このことについてどう思いますか。あなたのお考えに最も

近いものを１つだけ選んでください。 

                                                                                    (％) 

 1 宗教団体の行う平和活動は、直接的に、世界平和に貢献している               ９.２    ７.６ 

 2 宗教団体の行う平和活動は、間接的にではあるが、世界平和に貢献している   ２８.６   ２６.８ 

 3 宗教団体の行う平和活動は、世界平和にはほとんど影響がない               １５.９   １５.４ 

 4 宗教団体の行う平和活動は、世界平和にかえって混乱を生じさせている         ７.６     ８.５ 

 5 その他                                                                   ０.４     ０.６ 

 6 わからない                                                             ３８.３   ４１.０ 

 

                          図５-１ 宗教団体の行う平和活動の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  宗教団体の行う平和活動が世界平和に貢献しているとする回答は３７.８パーセントで（「直接的に、
世界平和に貢献している」と「間接的にではあるが、世界平和に貢献している」の合計）、前回調査   
(３４.４％)よりは３.５ポイント高かった。他の設問が、相対的に前回調査より低い回答が多い中で、
積極的な評価の現れということができるかもしれない。 
 「世界平和にかえって混乱を生じさせている」は７.６パーセントにとどまり、宗教団体の平和活動
は評価されているものと考えられる。 
 しかしながら一方で「わからない」と回答を留保する回答者が３８.３パーセント、「世界平和にはほ
とんど影響がない」とする人も１５.９パーセント存在する。宗教団体が行う社会貢献活動の中では、一
般的にも評価されているとはいえ、ここでも多数は「無関心派」である。 
 
 職業別に肯定的な回答を示したのが図５-２である。この図は特徴的で、他の項目では低くしか行程回
答が示されない「学生」の数値が、５０パーセントを超え、もっとも高い回答率となっている。「学生」
は、宗教団体の社会貢献もちろん、「信仰有り」「宗教は大切」といった項目でも低い結果しか示さな
い。「学生」の平和活動に対する興味と理解は特別である。 
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52.2

43.9
42.7

39.5
36
35.8

27.2
33.6

0 10 20 30 40 50 60

学生

自由業・管理職

事務職

労務職

商工・サービス業

無職の主婦

農林漁業

その他の無職



- 11 - 

参加してもよい宗教団体の実施する社会貢献活動は？ 

 

 

問６ 宗教団体や宗教団体の関連団体、もしくは宗教団体の連合体が実施する社会貢献活動で、信者になる

ことを前提としないならば、参加してもよいと思う社会貢献活動はどのようなものでしょうか。この中か

らあてはまるものをいくつでも選んでください。（複数回答） 

                                                                                    (％) 

 1 河川や海岸などの美化活動                                      ２３.９    １８.７ 

 2 駅や道路など地域の清掃活動                                    ２１.３    １８.０ 

 3  植林など緑化、温暖化防止などの環境に関する活動                １７.０    １７.０ 

 4 生活貧窮者への食事の炊き出し                                 １４.０      ９.１ 

 5 一人住まいの高齢者への訪問介護                                １６.０    １４.０ 

 6  病院や老人の扶助を目的とした施設でのボランティア活動          １３.６    １３.６ 

 7  地元の仏教寺院はどが主催する地域防災訓練                        ８.０      ５.０ 

 8 災害時のボランティア活動                                      ２８.８    ２５.６ 

 9 国内外の自然災害被災者への支援物資の募集や義捐金の募金活動  １２.７    １０.０ 

10 地元に居住する外国人との交流活動                                ８.４      ５.４ 

11 その他                                                          ０.６      ０.６ 

12 参加したいと思う活動はない                                    ４２.２    ４１.９ 

13 わからない                                                      ４.５      ９.６ 

 

                     図６ 参加してもよい宗教団体の実施する社会貢献活動 
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 この質問でもっとも高い回答だったのは「参加したいと思う活動はない」で４２.２パーセントであっ
た。しかし、４割を超える数値が、宗教団体の実施する社会貢献活動への拒否感を表れしているとは必
ずしもいえない。これまで実施されてきた世論調査によると、３割から４割の人しか社会的活動への参
加意識を持っていないことがわかっており、ここでの数値もとくに宗教団体というよりは、一般的な傾
向と考えることができる。 
 参加してもよいとする活動でもっとも高かったのは「災害時のボランティア活動」で２８.８パーセ
ントだった。質問２で「知っている宗教団体の社会貢献活動」を尋ねたが、回答の「災害時のボランテ
ィア活動」を回答したのは２１パーセントだった。 
 こうした数値の上昇は微妙である。すぐにも、わずかであるが宗教団体の実施する災害に関する支援
活動への理解が高まった、と結論するには性急すぎるように思われるのである。選択肢の「国内外の自
然災害者への支援物資の募集や募金活動」に参加してもよいとする回答は１２.７パーセント、「地元
の仏教寺院などが主催する地域防災訓練」への参加はわずかに８パーセントと、前回調査を上回ってい
るものの、数値自体は低いといわざるをえない。 
 二度の調査における「東北」での変化を見ると、2012 年調査は１７.６パーセントと、前回調査をわ
ずかに１.３パーセント上回っただけだった。 
 
 



- 13 - 

東日本大震災で、宗教団体が行った支援活動は？ 

 

 

問７ 昨年東日本大震災が起こって以来、多くの宗教団体がさまざまな支援活動を行ってきました。知

っている活動がありましたら、この中からいくつでも選んでください。(％) 
                                                      2012 年 

 1 神社や寺院、宗教団体の建物が避難場所となっていた           ２９．７ 

 2 神社や寺院、宗教団体の建物で炊き出しなど支援物資を提供していた  ２２．９ 

 3 僧侶が亡くなった人の葬儀や慰霊を行っていた             ２６．９ 

 4  神職が慰霊を行っていた                                            １２．３ 

 5  宗教者が義援金を募って寄附していた                                １８．２ 

 6  宗教者が避難所や仮設住宅で被災者の心のケアにあたっていた          １２．４ 

 7  宗教団体の信者がボランティア活動を行っていた                      １５．７ 

 8  宗教者が復興祈念を行っていた                                      １１．７ 

 9  その他                                                              ０．２ 

10  ひとつも知らない・わからない → （問８へ）                      ４９．６ 

 

             図７-１ 東日本大震災での支援活動の認知 

 

 質問７から問９までの３問は 2012 年のみの質問である。2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災か

ら 1 年を経過したことを考慮して実施したものである。 

東日本大震災では、多くの宗教団体がさまざまな支援活動を実施したが、回答者が「知っている」活動

でもっとも多かったのは「神社や寺院、宗教団体の建物が避難場所となっていた」で２９.７パーセント

だった。つぎは「僧侶が亡くなった人の葬儀や慰霊を行っていた」で２６.９パーセント、「神職が慰霊

を行っていた」の１２.３パーセントを合計すると、「葬儀･慰霊」は４割近くなる。 

 他の項目はどれも２割以下であった。葬儀や慰霊といった儀礼を除けば、積極的な宗教行為は、「宗

教者が避難所や仮設住宅で被災者の心のケアにあたっていた」(１２.４％)、「宗教者が復興祈念を行っ

ていた」(１１.７％)はわずかであった。 

 他方で「ひとつも知らない・わからない」と回答した者が５割ほどいることからも、東日本大震災に

おける宗教団体の支援活動は、必ずしも周知の事実とはなっていない現状であることがわかる。 

  地域別に注目して、「東北」が他の地域よりも高いか低いかを、項目ごとに見たのが図７-２である。

被災地を含む「東北」では、選択肢としてあげた項目を、知る機会が当然ながら多いと予想したが、「東

北」の回答が他の地域の回答を上回っている選択肢はわずかに「神職が慰霊を行っていた」だけだった。

被災地においても、こうした活動を知っている、あるいは関心は高くなかったのが実情である。 
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図７-２ 東日本大震災での支援活動の認知：東北 
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東日本大震災での宗教団体の支援活動を、なにで知ったか？ 

 

 

問７(SQ) では、いまお答えいただいた宗教団体の活動を、なにで知りましたか。この中からあてはま

るものをいくつでも選んでください。(％) 

                               2012 年 

 1 新聞             ５１．９ 

 2 テレビ          ８１．８ 

 3 インターネット      １２．９ 

 4  家族・友人・知人など   １７．１ 

 5  その他                    ３．２ 

 6  わからない              １．３ 

 

図７(SQ)-１ 支援活動を知った媒体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問７で、宗教団体が行うさまざまな支援活動を知っていると回答した者に対して、どのような媒体を

通じて知ったかを尋ねたところ、圧倒的に「テレビ」(81.8％)の回答が多かった。つぎに「新聞」(51.9％)

で、震災当日から私たちは、テレビと新聞を主にして、東日本大震災における宗教団体の支援活動に関

する情報を得ていたことがわかる。 

 換言すれば、テレビや新聞で取り上げられることがなければ、宗教団体の支援活動が人々の記憶に残

ることもなかったわけで、メディア側の報道姿勢が宗教団体の支援活動の認知に関して大きな影響力を

持っていると考えられる。 

                                                 

図７(SQ)-２ 支援活動を知った媒体：地域 
 
 
 地域別に見たときに、被災地であった
り、あるいは被災地への物資を運ぶ拠点
であったり、「東北」では宗教団体によ
る具体的な活動を実際に知る機会が多か
ったはずであるにもかかわらず、全国平
均よりも数値は下回った。とくに、「家
族･友人･知人など」の口コミはきわめて
低かった。 
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大規模な災害が起きたときに、宗教団体はどのような活動を行ったほうがよい？ 

 

 

問８ 大規模な災害が起きたときに、宗教者や宗教団体はどのような活動を行ったほうがよいと思いま

すか。この中からいくつでも選んでください。(％) 

                                             2012 年   設問７ 

 1 避難場所や支援物資の集積所となる         ４５.２  ２９.７ 

 2 災害時の支援物資を保管し提供する         ３１.３  ２２.９ 

 3 信者をボランティアとして派遣する         ２３.１  １５.７ 

 4  亡くなった人の葬儀や慰霊を行う          ２８.４  ２６.９・１２.３ 

 5  義援金を集める                  ２４.１  １８.２ 

 6  宗教者が積極的に被災者を訪ねて心のケアにあたる  ２０.０  １２.４ 

 7  心の相談窓口を設ける               １９.６ 

 8  復興を祈る                    １９.１  １１.７ 

 9  その他                                              ０.４     ０.２ 

10  とくにない・わからない              ２５.２ 

 

図８ 大規模な災害時に望まれる活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宗教者や宗教団体が行ったほうがよい活動としてもっとも多かったのは「避難場所や支援物資の集積
所となる」で４５.２パーセントだった。４５パーセントという数値は、宗教団体の社会活動に関する数
値としてはきわめて高い数値である。 
 つぎに高かったのも「災害時の支援物資を保管し提供する」３１.３パーセントで、直接宗教活動とは
関係のないものであった。 
 直接宗教活動に関わる選択肢では「亡くなった人の葬儀や慰霊を行う」が２８.４パーセントで３割近

かったが、「宗教者が積極的に被災者を訪ねて心のケアにあたる」「心の相談窓口を設ける」「復興を

祈る」はどれも２割ほどであった。 
 集計結果の右側に、設問７の回答結果を記した（図８では下の線）。設問７では、実際に行われた宗
教活動を知っているかどうかを尋ねたが、全体的に「知っている」とする回答よりも「行ったほうがよ
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い」という回答のほうが高かった。とくに「避難場所や支援物資の集積所となる」ことに対する期待は
大きく、宗教活動に対する期待よりは、実際の救援活動に直結するような活動であれば受け入れられる
ものと考えられる。 
 
※「心の相談窓口を設ける」は質問８だけに設けられた。 
※「とくにない・わからない」は質問８だけを表示してある。 
※「亡くなった人の葬儀や慰霊を行う」の質問７の割合には、「神職が慰霊を行っていた」が含まれて

いる。「僧侶が亡くなった人の葬儀や慰霊を行っていた」だけであればほぼ同じ割合となる。 
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 調査では、宗教団体が実施する社会貢献活動に関する具体的な質問の他に、以下のような質問も行っ
た。 
 
 

問９ あなたは、宗教は現在の日本社会や個人にとってどの程度大切だと思いますか。あなたのお考えに最

も近いものを 1 つだけ選んでください。 

                          2012 年   2008 年 

 1 ひじょうに大切だ                                ７．３  １１．２ 

 2 まあ大切だ                                     ４７．２  ４２．３ 

 3 あまり大切ではない                             ２６．８  ２４．８ 

 4 まったく大切ではない                             ６．４   ７．４ 

 5 わからない                                     １２．３  １４．３ 

 

 

 

問 10 あなたは、何か信仰を持っていますか 

                          2012 年   2008 年 

 1 持っている                                     ２１．４  ２４．２ 

 2 持っていない                                   ７６．５  ７３．７ 

 3  わからない                                       ０．９   １．１ 

 4 答えたくない                                     １．１   １．１ 

 

 

 

問 11 あなたは、特定の宗教団体に入っていますか 

                          2012 年   2008 年 

 1 入っている                                     １０．２  １１．２ 

 2 入っていない                                   ８８．１  ８７．２ 

 3  わからない                                       ０．６   ０．８ 

 4 答えたくない                                     １．１   ０．８ 
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資 料 編 

 

 

 

質問紙と単純集計 ······················································ ２０ 

 

クロス集計表(2012 年・2008 年) ········································· ２３ 
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宗教もしくは宗教団体の社会的貢献、公共性に関する調査 

－宗教団体の行う社会貢献活動の認知と評価－ 

 

問１ あなたは、宗教団体が、女性や子どものための学校教育活動、弱者のための病院運営などの社

会貢献活動を長い間行ってきたことを知っていますか。 

 

                                 2012 年      2008 年 

 1 知っている         ３４.６％   ３４.８％ 

 2 知らない           ６１.９％   ６０.３％ 

 3 わからない          ３.５％    ４.９％ 

 

問２ あなたは、ここにあげるような、宗教団体の行っている社会貢献活動の中で、知っているもの

がありますか。この中からあてはまるものをいくつでもあげてください。（複数回答）(％) 

                                                                         2012 年    2008 年 

 1 児童の福祉の増進に関する事業（保育所、幼稚園、児童擁護施設など）   ２９.３ ３３.４ 

 2 老人の扶助を目的とした事業(養護老人ホーム、特別養護老人ホームなど)  １６.３ ２０.７ 

 3 身体障害者更生施設などの経営、身体障害者の扶助を目的とした事業      １１.８ １４.８ 

 4 婦人保護施設の経営、困難な状況に置かれた女性の扶助を目的とした事業     ９.０ １０.９ 

 5 小学校、中学校、高等学校、大学、専門学校などの教育機関の経営        ３３.３ ４０.０ 

 6 診療所、病院など医療機関の経営                                     １９.４ ２３.８ 

 7 民生委員、教誨師、篤志面接員、保護司などの活動                    １１.２ １２.２ 

 8  伝統文化、地域文化などの保存活動                                  １０.６ １１.９ 

 9  自殺防止に関わる活動                                              １１.２ ７.５ 

10  災害時のボランティア活動                                          ２１.０ １８.７ 

11  緑化、温暖化の防止など環境に関する活動                              ７.５ １０.３ 

12  海外の教育、医療等の援助活動                                       １３.０ １４.５ 

13 その他                                                               ０.２ ０.２ 

14 どれも知らない                                                     ４３.３ ３９.３ 

15 わからない                                                          ３.６ ５.０ 

 

問３ あなたは、宗教団体が、このような社会貢献活動を行ってきたことに対してどのように考えま

すか。あなたのお考えに最も近いものを１つだけ選んでください。(％) 

                                                                           2012 年 2008 年 

 1 たいへん立派な活動で、もっと活発に行ってほしい                        １９.２ １９.１ 

 2 宗教団体がこうした活動を行うのは、宗教活動の一環として当然である       １６.３ １５.２ 

 3 宗教団体が勝手にやっていることで、やってもやらなくてもどちらで      ２３.１ ２４.４ 
   もかまわない 

 4 宗教団体がよい評判を得ようとしてやっていることで、やめた方がいい         ６.１ ５.４ 

 5 その他                                                                   ０.６ １.２ 

 6 宗教団体がこのような社会活動を行っていたことを知らなかった             ２４.１ ２２.５ 

 7 わからない                                                             １０.６ １２.２ 

 

問４ あなたは、宗教団体が行う活動として、どのような活動を期待しますか。この中からあてはま

るものをいくつでも選んでください。（複数回答）(％) 

                                             2012 年   2008 年      

 1 教育に関する活動                         １７.３  １８．０ 

 2 医療や福祉に関する活動                   ２９.５  ２８．１ 

 3 平和の増進に関する活動                   ３３.８  ３４．４ 

 4 海外の開発、教育、医療などの援助活動     １４.５  １２．７ 

 5  環境問題への提言や取組み                 １８.５  ２０．２ 

 6 伝統文化の保存運動                       １４.９  １３．８ 

 7 政治への積極的な参加や発言                 ４.６   ４．３ 
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 8 その他                          ０.３   ０．２ 

 9 期待する活動はない                       ３０.５  ３３．３ 

10 わからない                                ９.４  １１．３ 

 

問５ 多くの宗教団体は、比叡山宗教サミットや世界宗教者会議（WCRP）などを定期的に開催して、

世界平和について意見交換をしています。あなたは、このことについてどう思いますか。あなたの

お考えに最も近いものを１つだけ選んでください。(％) 

                                                                   2012 年  2008 年 

 1 宗教団体の行う平和活動は、直接的に、世界平和に貢献している            ９.２ ７.６ 

 2 宗教団体の行う平和活動は、間接的にではあるが、世界平和に貢献している ２８.６ ２６.８ 

 3 宗教団体の行う平和活動は、世界平和にはほとんど影響がない             １５.９ １５.４ 

 4 宗教団体の行う平和活動は、世界平和にかえって混乱を生じさせている       ７.６ ８.５ 

 5 その他                                                                 ０.４ ０.６ 

 6 わからない                                                           ３８.３ ４１.０ 

 

問６ 宗教団体や宗教団体の関連団体、もしくは宗教団体の連合体が実施する社会貢献活動で、信者

になることを前提としないならば、参加してもよいと思う社会貢献活動はどのようなものでしょう

か。この中からあてはまるものをいくつでも選んでください。（複数回答）(％) 

                                                                2012 年  2008 年 

 1 河川や海岸などの美化活動                                      ２３.９    １８.７ 

 2 駅や道路など地域の清掃活動                                    ２１.３    １８.０ 

 3  植林など緑化、温暖化防止などの環境に関する活動                １７.０    １７.０ 

 4 生活貧窮者への食事の炊き出し                                 １４.０      ９.１ 

 5 一人住まいの高齢者への訪問介護                                １６.０    １４.０ 

 6  病院や老人の扶助を目的とした施設でのボランティア活動          １３.６    １３.６ 

 7  地元の仏教寺院はどが主催する地域防災訓練                        ８.０      ５.０ 

 8 災害時のボランティア活動                                      ２８.８    ２５.６ 

 9 国内外の自然災害被災者への支援物資の募集や義捐金の募金活動  １２.７    １０.０ 

10 地元に居住する外国人との交流活動                                ８.４      ５.４ 

11 その他                                                          ０.６      ０.６ 

12 参加したいと思う活動はない                                    ４２.２    ４１.９ 

13 わからない                                                      ４.５      ９.６ 

 

問７ 昨年東日本大震災が起こって以来、多くの宗教団体がさまざまな支援活動を行ってきました。

知っている活動がありましたら、この中からいくつでも選んでください。(％) 

                                                    2012 年 

 1 神社や寺院、宗教団体の建物が避難場所となっていた           ２９.７ 

 2 神社や寺院、宗教団体の建物で炊き出しなど支援物資を提供していた  ２２.９ 

 3 僧侶が亡くなった人の葬儀や慰霊を行っていた             ２６.９ 

 4  神職が慰霊を行っていた                                            １２.３ 

 5  宗教者が義援金を募って寄附していた                                １８.２ 

 6  宗教者が避難所や仮設住宅で被災者の心のケアにあたっていた          １２.４ 

 7  宗教団体の信者がボランティア活動を行っていた                      １５.７ 

 8  宗教者が復興祈念を行っていた                                      １１.７ 

 9  その他                                                              ０.２ 

10  ひとつも知らない・わからない → （問８へ）                      ４９.６ 

 

問７(SQ) では、いまお答えいただいた宗教団体の活動を、なにで知りましたか。この中からあては

まるものをいくつでも選んでください。(％) 

                             2012 年 

 1 新聞             ５１.９ 

 2 テレビ          ８１.８ 
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 3 インターネット      １２.９ 

 4  家族・友人・知人など   １７.１ 

 5  その他                    ３.２ 

 6  わからない              １.３ 

 

問８ 大規模な災害が起きたときに、宗教者や宗教団体はどのような活動を行ったほうがよいと思い

ますか。この中からいくつでも選んでください。(％) 

                                           2012 年   設問７ 

 1 避難場所や支援物資の集積所となる         ４５.２  ２９.７ 

 2 災害時の支援物資を保管し提供する         ３１.３  ２２.９ 

 3 信者をボランティアとして派遣する         ２３.１  １５.７ 

 4  亡くなった人の葬儀や慰霊を行う          ２８.４  ２６.９・１２.３ 

 5  義援金を集める                  ２４.１  １８.２ 

 6  宗教者が積極的に被災者を訪ねて心のケアにあたる  ２０.０  １２.４ 

 7  心の相談窓口を設ける               １９.６ 

 8  復興を祈る                    １９.１  １１.７ 

 9  その他                                              ０.４     ０.２ 

10  とくにない・わからない              ２５.２ 

 

問９ あなたは、宗教は現在の日本社会や個人にとってどの程度大切だと思いますか。あなたのお考

えに最も近いものを 1 つだけ選んでください。 

                          2012 年   2008 年 

 1 ひじょうに大切だ                                ７.３  １１.２ 

 2 まあ大切だ                                     ４７.２  ４２.３ 

 3 あまり大切ではない                             ２６.８  ２４.８ 

 4 まったく大切ではない                             ６.４   ７.４ 

 5 わからない                                     １２.３  １４.３ 

 

問 10 あなたは、何か信仰を持っていますか 

                          2012 年   2008 年 

 1 持っている                                     ２１.４  ２４.２ 

 2 持っていない                                   ７６.５  ７３.７ 

 3  わからない                                       ０.９   １.１ 

 4 答えたくない                                     １.１   １.１ 

 

問 11 あなたは、特定の宗教団体に入っていますか 

                          2012 年   2008 年 

 1 入っている                                     １０.２  １１.２ 

 2 入っていない                                   ８８.１  ８７.２ 

 3  わからない                                       ０.６   ０.８ 

 4 答えたくない                                     １.１   ０.８ 
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